
会  長 星　　行夫

幹  事 吉野　彰芳

ＳＡＡ 佐藤　政司

遠藤　　洵

出席状況 正会員数 36 名 カード出席 名
本日出席会員数 22 名 本日の修正出席率 61.11 ％

◎会長挨拶－星　行夫会長
　こんにちは。先週はクラブ総会にご出席いただき、
ありがとうございました。また、提案した次期副委
長等の選出の件もご承認していただき、重ねて感謝
申し上げます。コロナの状況ですが、いわき市の感
染者も高止まりの感じです。今後、クリスマス家族
例会の開催も予定されていますが、感染対策を十分
にして楽しみたいと思いますので、ご協力をお願い
いたします。先日、会員の皆さまにいわき分区の IM
の参加について、出欠を確認するＦＡＸをお出しし
ました。IMには市長が出席するため、市の方から参
加者の情報を求められているため、確認したいとの
ことです。12月18日までに返信をお願いいたします。
合わせて、IMの日に新入会員セミナーも開催されま
すので、対象の方々は返信をお願いいたします。IM
ではクラブ活性化について、各クラブからの発表が
予定されています。本日の理事会で、クラブ活性化
について協議したいと思いますので、理事の方宜し
くお願いいたします。訃報です。当クラブ蛭田剛会
員の御尊父であります、蛭田隆様がお亡くなりにな
られました。1984 年 2 月から 2015 年 6 月まで会員で
ありました。ここに謹んでご冥福をお祈りいたしま
す。さて、本日は外部卓話の日です。磐城農業高等
学校校長の酒井正隆様をお迎えしております。学校
の事、ＩＡＣ活動等についてお話を頂きたいと思い
ます。宜しくお願いいたします。簡単ですが、会長
挨拶とします。

◎幹事報告－吉野彰芳幹事
 ・いわき平東ロータリークラブより週報が届いてい
ます。
 ・米山奨学会より「ハイライト米山」が届いています。
 ・本日例会終了後に理事会がありますので理事者の
皆さん宜しくお願いします。

◎各委員会報告
◇出席委員会－吉野彰芳幹事
　本日の出席状況は下記の通りです。なお、本日は
出席奨励賞をお渡し致します。名前を呼びますので

前の方へど
うぞ。木幡
会員、佐藤
政司会員お
めでとうご
ざいます。

◇スマイルボックス委員会－柏原達之小委員長
 ・磐城農業高等学校校長、酒井正隆様の卓話を歓迎
して。星会長、吉野（彰）幹事、鈴木（敏）副幹事、
嵐、木村（博）、木村（義）、木幡、佐藤（政）、影
山、渡邉公平パストガバナー、大平、柏原、小澤、
吉野（嘉）、清水各会員
 ・出席奨励賞ありがとうございました。

木幡、佐藤（政）各会員
 ・前回休んでごめんなさい。

吉野（彰）幹事、木幡、鈴村各会員

ゲスト

　福島県立磐城農業高等学校
　　　　　　校長　酒井正隆　様

○例会日　毎週水曜日（12:30 ～ 13:30） ○事務局　TEL/FAX（0246）56 － 3473
○例会場　ホテルミドリ 　　　　　E-mail:info@iwakinakoso-rc.jp
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 いわき勿来ロータリー・クラブ

イマジン ロータリー
ロータリーソング　奉仕の理想
－今月は疫病予防と
　　　　　　治療月間です－

ロータリーの行動規範
　　　　　柏原達之　会員

◇結婚のご報告－遠藤　洵会員
　私事で恐縮ですが先週の土曜日に無事結婚式を挙

げることが出来ました。那須塩原のホテルで行いま

したが前日と翌日は雪が降る程の寒さでしたが、当

日は晴天の中寒くも無く式を挙げることが出来まし

た。ロータリークラブの皆様から祝電をいただき誠

にありがとうございました。この場をお借りして御

礼申し上げます。今後共宜しくお願いします。

◎酒井正隆校長先生へ
　インターアクト活動費贈呈
　インターアクトクラブの活動費を贈呈いたします

ので酒井校長先生前の方へどうぞ。

◎外部卓話
　磐城農業高等学校
　　　校長　酒井 正隆 様
　本校の現状と課題
1　本校の概要

創　　立：1944 年（昭和 19 年）創立、今年創立 79 年

で来年度は創立 80 周年になります

所　　在：いわき市植田町小名田 60 番地

校　　是：『自主』『勤労』『責任』

学校規模：食品流通科、園芸科、緑地土木科、生活科

学科の 4学科設置

全校生 453 名（男子 154 名、女子 299 名）

【令和 4年 5月 1日現在】男女比 1：2

進路状況：令和 3年度　進学 40％、就職 60％

2　本年度の重点努力目標

　『次代を担い地域づくりに貢献する人材を育成しま

す！』①学力の向上、②進路の実現、③豊かな心の

育成、④開かれた学校。

3　特色ある学校づくりと本校活性化のための主な取

り組み

⑴　朝の読書（朝の 10 分間、授業に取り組む姿勢

を作る）

　⑵　実習指導・資格取得指導

※ 1 年生全員で田植え（高級ブランド米『福、

笑い』）を実施した。

　⑶　地域と連携した教育活動

　①地元スーパーマーケットとの連携、「商品開

発（弁当、お菓子、漬物等）」「高級ブランド米『福、

笑い』販売」「牛肉販売」など。②勿来ロータリー

クラブとの連携、本校インターアクトクラブ創

立50周年記念式典実施（県内県立高校では最古）。

③ファーマーズマーケットいがっぺ（ＪＡ福島

さくら）との連携、いがっぺに本校の販売ブー

ス設置。

※磐農ストアは現在校内（生徒・職員）で実施

　⑷　福島イノベーションコースト構想

　①食品流通科：「広報活動に関する研究」「循

環型農業の研究」、②園芸科：「農産物の高付加

価値生産に向けて研究」、③緑地土木科：「ドロー

ンの操縦技術の習得と利活用の研究」「室内及び

壁面緑化の研究」、④生活科学科：「『農福連携』

を推進する人材育成」

　⑸　JGAPへの取り組み

　食品流通科と園芸科での取り組み。米（玄米）、

トマト、ホウレンソウ、日本なし、肉用牛、採卵鶏、

鶏卵で認証を受けている。

　⑹　高大連携

　①いわき明星大学（現　医療創生大学）：園芸

科【平成 22 年度より】現在休止、②東日本国際

大学・いわき短期大学：生活科学科『福祉』『保育』

【令和 4年度より】。

　⑺　レッツトライ（磐農独自の中学生体験入学）

　食品流通科 10 講座、園芸科 4講座、緑地土木

科 2講座、生活科学科 4講座開設

4　生徒の活躍等

　⑴　部活動

　①柔道部（女子）：東北大会出場、②ソフトボー

ル部（女子）：地区大会 3位、③弓道部（男子）：

地区大会新人戦個人 1位、2位、④バレーボール

部（女子）：地区大会 2位。

　⑵　農業クラブ

　①プロジェクト発表Ⅱ類：東北大会出場『い

わき産セッコクの保護活動』、②農業情報処理競

技：東北大会出場、③農業鑑定競技：全国大会 3

名出場。

　⑶　第 12 回全国和牛能力共進会鹿児島大会

　①特別区：優等賞 12 席、②和牛審査競技会・

高校生の部：最優秀賞【日本一】。




